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“夏の収獲！”(１学期にがんばったこと 頭・仲間が元気） 

 全校のみんなが目標に向かって取り組みました。夏の収穫がたくさんです。 

（１・２年生）※２年生は、みんなが２つあげていたので、その内の１つを紹介します。 

「ぼくががんばったことは、（すいえいの）かおつけです。すいえいの時間にかおつけをしま

した。ぼくは、いままでおふろでかおつけができませんでした。だから、プールでかおをつけ

るのはどきどきしました。みずのなかに（手で）おさらをつくって、かお

をつけたらできました。みずがとってもきもちよかったです。みずのなか

にもぐることもできました。うれしかったです。」「ぼくががんばったこ

とは、タブレットです。タブレットの画面には、アイコンがいっぱいあっ

て、リンクやエッジをさがすのがたいへんでした。でもおぼえたら、はや

くできるようになりました。ぼくは３ディペイントとタ

ブレットドリルをするのがたのしいです。なつやすみにもたくさんれんしゅ

うします。」 

「２つ目は、プールの時間にだるまうきとふしうきの練習をしたことです。

だるまうきは頭を水の中に入れないとうきません。水の中に頭を入れるのが

こわくてドキドキしました。手をしっかりにぎってはなさないように何回もやりました。でき

たら楽しくなってきました。ふしうきは手をロケットみたいにして、力をぬいてやってみたら5

メートルうきました。足をばたばたしたら、もっとすすみました。1年生の時

はできなかったことができるようになってうれしかったです。だから、これか

らもできないことにもちょうせんしていきたいと思いました。」「1つ目は、

さか上がりです。休み時間に上校庭のてつぼうでまい日れんしゅうしました。

ほじょ台でれんしゅうしながら、さか上がりのコツを発見しました。足を上げ

るときにいきおいをつけて高くすることです。ほじょ台でかんぺきにできるよ

うになってから、ほじょ台なしでやってみました。ほじょ台が空中にあると

思ってやるとできました。できたとき、やっとできた！うれしい！と思いました。」「1つ目は

水えい学習です。ぼくは顔つけが苦手だったので何回もれんしゅうしました。手でおさらを

作って顔をつけたら５びょうできました。1回できると楽しくなってきて、もぐることもできる

ようになりました。ふしうきもだるまうきもできるようになったので、うれしかったです。」

「2つ目は、けんばんハーモニカです。♪かっこう♪と♪かえるの

うた♪がふけるようになりました。ぼくは、けんばんハーモニカが

すきになりました。いろいろなきょくがふけるようになりたいで

す。」「2つ目は、水えいです。だるまうきやふしうきができるよ
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うになりました。いきを2びょうかんとめて、じっとすると体がうきました。ふしうきで５メー

トルおよぐこともできました。できることがふえてうれしいです。つぎは、ビートバンを上手

につかっておよげるようになりたいです。」 

（３・４年生） ※一部抜粋。 

なかよし交流会「ぼくたちは大野のゆるキャラを作ってスライド（プレゼ

ンテーション）で発表しました。言葉を書くとき、相手に伝わるように文

章を作りました。まちがえないように発表もできてよかったです。」「総

合でゆるキャラを作るとき、タブレットのスカイメニューのシンプルプレ

ゼンでいろいろなものを組み合わせました。そしたら、３姉妹ができあがりました。自分の

キャラができてうれしかったです。」「大野のゆるキャラを作ったことはむずかしかったで

す。本番ではみんなが楽しくしていたので、うれしかったです。」 

ノートの書き方「後で人が見たときにわかりやすくなるようにしました。特に色を決めてやり

ました。めあては黄色、ふり返りはオレンジというように決めると、ノートに書くときが楽し

くなります。」 理科の観察「絵のまわりにわかったことをたくさん書きました。上から見た

絵と横からの絵をかいたりしました。３年生の時より、観察のかき方が上手になってうれし

かったです。」 英語「英語は将来に役立つから、教科の中で一番がんばりました。」 

水泳「最初はもぐれなかったけど、何回か水泳をしている内に、水に慣れてきました。鼻をつ

まんで頭までもぐりました。もぐってみると、楽しかったです。来年はもっと泳げるようにな

りたいです。」「最初は泳げませんでした。だけど、練習をしている内に、５ｍ泳げました。

うれしかったです。水にも慣れて、プールに入るのが楽しくなりました。」 給食「自分のき

らいなものでも、少しでも食べられるよう努力しました。」 

（５・６年生） ※一部抜粋。 

国語「（防災ポスター）友だちといっしょに、食品ロスについての現在の状況、食品ロスがど

うやったら減るかを意見を出し合ってポスターをつくることができたか

ら。」「（インターネットの投稿を読み比べよう）自分の投稿をまとめて

発表できた。」「（漢字）今年、漢字が書けるまで努力を積み重ねられて

うれしいし、先生と母からも『成長した。』と言われてうれしかった。」

「ぼくは漢字が苦手でテストなども１００点をとることも少なかったで

す。６年生になってから、漢字の練習などできれいな字で書くようになっ

て、最初は時間がかかったけれど、だんだんとなれてきました。しかも、

漢字を前より書けるようになりました。ふだん、感想などを書いたりするときにも漢字を使う

ように心がけたいです。」「自分の意見を授業でちゃんと言うことをがんばりました。算数で

も発言が増えて、進歩だなと思いました。これからも続けたいです。」 算数「（Xを使った

式）そもそもXを使うのがむずかしかった。」体育「（水泳）ぼくは水泳が苦手で泳げなかった

ですが、今年は２５ｍ泳げるように先生のアドバイスや上手な人のアドバイスをもらって、２

０ｍぐらいまで記録を伸ばすことができました。これからも苦手なことでも、あきらめないよ

うにしたいです。」「２５ｍ泳げたし、ふしうきも少し遠くまでいけた。」「苦手なことでも

自分なりにできることをやれたのでよかったし、得意な競技では、さらに気合いが入ってス
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ムーズにできたので、そこもよかった。」 学校生活「バスを待つときや登校のときなど、地

域の人や先生方に会うけど、元気よくあいさつができました。特に、横断歩道で止まってくれ

た車の人に魚瀬の登校班でお礼のお辞儀ができた。」「（友だちに優しくできた）１年生が

困っているとき、自分から進んで声をかけることができた。２学期は、あいさつをがんばりた

いです。」「朝登校した時に、あいさつが大きな声でできた。」

「朝に学年関係なく会った人に「おはよう」とあいさつすること

ができた。」「よくケンカをすることがあったけど、ケンカをす

ることがなくなったのでよかったです。これからも仲よくしたい

です。」 

“松江の街に出かけて学びました”(各学年 頭が元気） 

“城には秘密がいっぱい！”(５・６年社会科 頭が元気） 
 ６月２０日（火）、５・６年生が松江の歴史にふれ

る学びをしました。出かけたのは、松江城・松江歴史

館・ホーランエンヤ伝承館です。今年も歴史館の大本

先生（元大野小の校長先生）にお世話になりました。

「見えないものが見えてくるように」と、とても詳し

い説明をしていただきました。子どもたちのために、

新しく知りえた内容の紹介もありました。ありがたい

ことです。 

 松江城では、「城を守るための作り（石垣の上には

塀や建物があった 山の切り崩し）「守りは固そうだが、命を懸けたような戦いはなかったこ

と」「すごい城と思わせる策」「国宝になった理由」「堀尾吉晴の

すごさ」様々なことを聞きました。 

 歴史館では、「松江城や松江の町の成り立ち」「４００年前から

町の形が大きく変わっていないこと」などについて、聞きました。

湿地の多かった土地は、土を盛って高くしたことなど、模型資料で

説明がありました。 

 ホーランエンヤ伝承館では、「祭りの起源」「西廻り航路の町にホーランエンヤと同様な祭

りが残っていること」「当時、流行っていた相撲や歌舞伎の振る舞いが採り入れられているこ

と」などを聞きました。 

“湖北学園の４年生が集いました”（3・4年生 小中一貫教育 仲間が元気） 

 6月２１日、３校の４年生が会場の古江小学校に集いました。大野の紹介では、だれもが“ゆ

るキャラ”を考えて、みんなで発表。楽しく準備し、当日は発表をやり切ったと聞きました。合

計約６０名の集団になりました。大野っ子にとって

は、参加すること自体に意味があります。本校は、３

年生も参加しますので、２回体験します。お互いの学

校を紹介した後、ドッジビーを楽しみました。 
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“夏休みだからできることを！” 
(1～6年夏休み 心・頭が元気） 

２学期前半の主な行事予定 

８月３０日（水）始業式 

  ３１日（木）給食開始 

９月１４日（木）運動会予行練習 

  １６日（土）運動会 

  １８日（月）敬老の日 

  １９日（火）運動会振替休業日 

  ２６日（水）大野っ子タイム（委員会反省） 

10月 ４日（水）連合音楽会 

  １３日（金）授業公開日 

 明日から始まる夏休み。長期休暇だからできること、ぜ

ひお子さんとお楽しみください。地域の行事（７月２６日

（水）の子ども会サマーフェスティバル、２９日（土）お

おの夏まつり）もですが、保護者の方の都合の許す範囲

で、お出かけもいいですし、家の手伝いを通した体験で

も、工夫次第で充実した日々を過ごせます。どこかで体験

してほしいこと、それは“ちょっと大変な活動をみんなで

協力してクリアすること”、例えば身近な場所での野外炊

飯、食器洗いをペットボトルの水２リットルで行う、家の

周りの片づけなどです。友だちや家族と一緒になって行う

活動は考えようによってはそれだけで素敵な体験活動にな

ります。我が家は小学生の夏休み“自転車で宍道湖一周”

したり、“竹筒パン”を作ったり、バーべキュー準備をし

たり…。大人もいっしょに楽しみました。中学生になると

部活が始まってなかなか場が作れません。小学生の間が

チャンスですよ。 

“のりもので出かけよう”（１・２年生活科 頭が元気） 

6/7 生活科の学習「乗り物で出かけよう」で、市街へ出かけました。目的地は、合銀ビル。道

中、ジャンボタクシー、一畑電車、レイクラインバス、３種類の乗り

物にのりました。初めて乗る子もあって、楽しい体験・道中になった

ようです。乗り物の中では、いろいろな物

を見つけたようです。ブザー、つりかわ、

整理券をとるところ、…そして光る階段！

（どこにあったんでしょう？） 

“市の全様を眺めてきました”（３・４年社会科 頭が元気） 

 合銀ビルの展望台から、東西南北、町の様

子を眺めてきました。寺、ホテル、家が並

ぶ街並み、遠くに見える町（玉湯町）、宍

道湖、松江城、山、松江の素敵なところが

見つかったようです。 


